
 

第125回簿記検定試験答案用紙 

１ 級 ③ 

工 業 簿 記 

 

第１問 

問１ 

  損 益 計 算 書  (単位：円) 

売上高     25,000,000  

売上原価       

 標準売上原価 ( 14,800,000 )     

 標準原価差異  366,600   ( 15,166,600 ) 

売上総利益    ( 9,833,400 ) 

販売費及び一般管理費     4,155,400  

営業利益    ( 5,678,000 ) 

 

問２ 

① 7,920,000 円 ② 105,600 円 ③ 2,850,000 円 

④ 3,758,400 円 ⑤ 230,600 円 ⑥ 16,280,000 円 

 

問３ 

 材料受入価格差異   90,000 円 （ 借または不利 )

 直接材料費差異  材料消費量差異 105,600 円 （ 借または不利 )

  労働賃率差異 64,000 円 （ 借または不利 )

 
直接労務費差異 

 労働時間差異 33,600 円 （ 貸または有利 )

   予 算 差 異 37,000 円 （ 借または不利 )

 製造間接費差異  能 率 差 異 14,400 円 （ 貸または有利 )

   操 業 度 差 異 208,000 円 （ 借または不利 )

(注) 金額の後の（ ）内には、借方差異ないし不利差異であれば、「借」または「不利」、 

貸方差異ないし有利債であれば、「貸」または「有利」と記入しなさい。 

 

第２問 

① 経営管理者の各階層 ② 原価管理 ③ 原価能率 

④ 予算 ⑤ 予算統制 ⑥ 利益目標 

⑦ 調整 ⑧ 予定原価 ⑨ 標準原価 

この模範解答はクレアール簿記アカデミーで作成したものです。商工会議所へのお問合せはご遠慮ください。 

また，この模範解答は予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。 



 

第125回簿記検定試験答案用紙 

１ 級 ④ 

原 価 計 算 

 

問１ 

(1) 製品Ｂの製造・販売を開始した後に、製品Ａを３個製造した

場合には、製品Ｂの製造を何個犠牲にすることになるか。 
 ４ 個 

(2) 製品Ｂの製造を１個犠牲にするといくらの利益を失うか。 
 

 
4,000 円 

(3) 製品Ａを３個製造すると、購入済みの材料ａを売却した場合

に得られるであろう収益をいくら犠牲にするか。 
 3,000 円 

(4) 製品Ｂの製造・販売を開始した後に、購入済みの材料ａを使

って製品Ａを３個製造することの機会原価はいくらか。 
 19,000 円 

 

問２ 

 製品Ｂの製造・販売を開始した後に、購入済みの材料ａを使って製品Ａを1,500個製造、販 

売することは、製品Ｂのみを製造、販売する場合に比べて 

500,000 円  有利  

   不利 （いずれかを○で囲む） 

 

問３ 

 アタッチメントをレンタルしない場合と比べ、このアタッチメントをレンタルするほうが、 

１カ月当たり 

3,750,000 円  有利  

   不利 （いずれかを○で囲む） 

 

問４ 

(1) 81,120,000 円 

(2) 64,480,000 円 

(3) 65,400,000 円 

(4) 90,955,688 円 

 

この模範解答はクレアール簿記アカデミーで作成したものです。商工会議所へのお問合せはご遠慮ください。 

また，この模範解答は予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。 


